
インフルエンザ流行防止対策のため 

 

 

 

 

 

です 
 

現在、中部地区においてインフルエンザが大流行しています。 

当院には、免疫が低下している患者様が多数入院しています。 

病院内での流行を阻止するために、 

特別な理由がある方以外は、 面会を禁止 
しています。 

なお、面会の際には、マスクの着用・手洗い、 

面会病棟で体温測定と体調確認をしています。 

 

 
 

 

 

 

 

入院患者さんを 「守る」 ための対策です。 

皆様のご協力をお願いいたします。 

 
平成 28 年 2 月 22 日 

 
岩手県立中部病院長 遠藤秀彦 

感染管理室長 曽根克明 

面会禁止 


